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令
和
６
年
度
東
吉
野
村
歳
入
歳
出
決
算
な
ど

全
議
案
を
可
決
、
認
定

　

令
和
７
年
第
４
回
東
吉
野
村
議
会
定
例
会

が
、
９
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
８
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
令
和
６
年
度
歳
入
歳
出

決
算
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　

委
員
の
明
代
三
郎
氏
の
任
期
が
令
和
７
年

９
月
21
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
引

き
続
き
委
員
と
し
て
再
任
す
る
こ
と
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

◆�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

委
員
の
浦
前
公
子
氏
の
任
期
が
令
和
７
年

12
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
後
任
の
委
員
と
し
て
大
字
平
野　

松
谷

文
美
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

◆�

令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
第
３
条
第
１
項
及
び
第
22
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
８
月
20
日
、
21
日
、
22

日
の
三
日
間
に
わ
た
る
監
査
委
員
の
審
査
を

経
て
、
意
見
書
を
付
し
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

◆�

東
吉
野
村
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更

　

辺
地
に
係
る
公
共
施
設
の
総
合
整
備
の
た

め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律

第
３
条
第
８
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、大
字
伊
豆
尾
、平
野
、

杉
谷
の
３
地
区
の
計
画
期
間
延
長
と
、
本
年

度
に
お
い
て
実
施
予
定
の
伊
豆
尾
地
区
の
消

防
道
補
修
並
び
に
、
伊
豆
尾
陰
地
線
・
上
西

出
垣
内
線
の
維
持
補
修
事
業
を
追
加
変
更
す

る
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

変
更

　

石
鼎
庵
外
構
更
新
事
業
、
耐
震
改
修
促
進

計
画
改
定
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
過
疎
債
を

充
当
す
る
た
め
本
過
疎
計
画
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

◆�

令
和
６
年
度
東
吉
野
村
歳
入
歳
出
決
算
を

認
定

　

決
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
４
～
５
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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◆�

一
般
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）は
、
８
５
５
万
５
千
円
の
補
正
で
す
。

　

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
庁
舎
施
設
等
に
係
る
修
繕
経
費

	

３
７
０
万
１
千
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

	
４
万
７
千
円

・
吉
野
材
Ｐ
Ｒ
事
業
原
材
料
費

	

６
３
万
８
千
円

・
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
助
金	

９
万
９
千
円

・
道
路
維
持
補
修
工
事	

４
０
０
万
円

・�

丹
生
川
上
神
社
木
造
神
像
文
化
財
保
存
補

助
金	

４
０
万
円

・
社
会
教
育
施
設
整
備
補
助
金

	

１
４
万
６
千
円

・�

中
黒
運
動
公
園
設
備
経
年
劣
化
に
伴
う
修

繕	

１
６
万
２
千
円

　　

こ
の
補
正
で
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は

２
８
億
５
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆�

国
民
健
康
保
険
事
業
費
特
別
会
計
予
算
を

補
正

　

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
国
民
健
康
保
険

事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）は
、

１
１
７
万
２
千
円
の
補
正
で
す
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
伴
う

印
刷
経
費	

１
１
７
万
２
千
円

　　

こ
の
補
正
で
同
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、

２
億
１
９
２
５
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆�
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）は
、
６
０
３
９
万
４

千
円
の
補
正
で
す
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
介
護
保
険
財
政
調
整
基
金
積
立
金

	
９
１
４
万
５
千
円

・�

保
険
料
過
誤
納
金
還
付
金	
１
７
万
２
千
円

・�

令
和
６
年
度
の
保
険
給
付
費
の
実
績
確
定

に
伴
う
国
県
支
出
金
等
返
納
金

	

５
１
０
７
万
７
千
円

　　

こ
の
補
正
で
同
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、

５
億
５
６
３
０
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）は
、

１
５
万
１
千
円
の
補
正
で
す
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

保
険
料
変
更
に
伴
う
償
還
金

	

１
５
万
１
千
円

　　

こ
の
補
正
で
同
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、

６
０
０
０
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆�

簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
７
年
度
東
吉
野
村
簡
易
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）は
、
滝
野
浄
水
場
配

水
ポ
ン
プ
漏
水
修
繕
経
費
１
１
９
万
９
千
円

の
補
正
で
す
。
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総 務 費
予 算 額 785,407千円

支出済額 723,906千円 （92.2%）

民 生 費
予 算 額 395,174千円

支出済額 366,502千円 （92.7%）

農林水産業費
予 算 額 331,855千円

支出済額 308,129千円 （92.9%）

公 債 費
予 算 額 265,380千円

支出済額 261,877千円 （98.7%）

教 育 費
予 算 額 249,691千円

支出済額 237,633千円 （95.2%）

衛 生 費
予 算 額 222,081千円

支出済額 218,473千円 （98.4%）

土 木 費
予 算 額 215,143千円

支出済額 155,111千円 （72.1%）

消 防 費
予 算 額 134,666千円

支出済額 129,882千円 （96.4%）

議 会 費
予 算 額 43,092千円

支出済額 40,764千円 （94.6%）

商 工 費
予 算 額 19,838千円

支出済額 19,017千円 （95.9%）

災害 復旧費
予 算 額 13,766千円

支出済額 13,766千円（100.0%）

諸 支 出 金
予 算 額 5,741千円

支出済額 5,465千円 （95.2%）

予 備 費
予 算 額 8,169千円

支出済額 0千円 （0.0%）

一 般　 会 計 歳　出
歳出予算額	 2,690,003千円
支出済 額	 2,480,524千円（92.2%）
村民一人当たりに使った額 1,679,434円

村　

の　

財　

産

（
土
地
と
建
物
）

土
地　

１
７
８
万
６
４
１
２
㎡

建
物　
（
延
床
）
２
万
６
４
３
５
㎡

　
　
　

�

役
場
庁
舎
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
・
給
食
セ
ン
タ
ー
・
住
民
ホ
ー

ル
・
中
央
公
民
館
・
運
動
公
園
・
ふ

る
さ
と
村
・
た
か
す
み
の
里
・
や
は

た
温
泉
・
公
衆
便
所
・
村
営
住
宅
・

杉
風
舎 

他

（
物
品
）

　

乗
用
自
動
車　
　
　
　

12
台

　

貨
物
自
動
車　
　
　
　

13
台

　

可
搬
式
動
力
ポ
ン
プ　

12
台

　

そ
の
他
消
防
用
車　
　

12
台

　

特
殊
用
途
車　
　
　
　

１
台

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス　
　
　

３
台

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス　
　
　

１
台

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス　

４
台

　

原
動
機
付
自
転
車　
　

２
台

（
基
金
）

　

財
政
調
整
基
金

	

９
億
１
７
９
１
万
３
８
７
円

　

土
地
開
発
基
金

	

５
７
９
０
万
５
３
７
１
円

　

減
債
基
金

	

３
億
７
２
０
３
万
９
４
７
７
円

　

地
域
振
興
基
金

	

６
０
３
７
万
６
２
１
６
円

　

心
の
ふ
れ
あ
い
集
い
基
金

	

２
８
０
０
万
８
７
０
円

　

深
吉
野
の
石
鼎
顕
彰
基
金　

	

２
０
０
０
万
円

　

災
害
救
助
基
金

	

１
６
６
８
万
９
８
７
６
円

　

そ
の
他
の
基
金

	

３
億
１
４
３
２
万
４
２
９
８
円

令
和
６
年
度
決
算
の
状
況
で
す
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一 般　 会 計
６年度に行われた主な事業

総　務　費
７２３，９０６千円

・�役場庁舎維持管理経費
・�物価高騰地域振興券
・�住民税非課税世帯給付金事業
・�自治体情報システム標準化対
応支援委託料
・�防犯カメラ設置事業
・�地籍調査経費
・�衆議院議員選挙経費
・�榛原駐車場管理経費
・�ふるさと村、やはた温泉、
　たかすみの里運営経費
・�コミュニティバス運行事業
・�地域おこし協力隊事業
・�シェアオフィス運営事業

民　生　費
３６６，５０２千円

・�高齢者見守り事業経費
・�乳障母等医療費助成
・�老人ホーム措置費
・�さくら苑運営負担金
・�介護保険関係経費
・�後期高齢者医療関係経費
・�学童保育運営経費
・�児童手当
・�人権啓発経費

農林水産業費
３０８，１２９千円

・�農業委員会経費
・�有害鳥獣駆除事業経費
・�施業放置林整備事業経費
・�林業事業体体質強化対策事業
補助金
・�村産材生産促進事業補助金
・�森林作業道整備事業補助金
・�混交林誘導整備事業
・�美しい森林づくり基盤整備交
付金
・�小さな道の駅運営管理委託経費
・�山村活性化対策事業委託料

公　債　費
２６１，８７７千円

・�償還元金
・�長期借入金利子

教　育　費
２３７，６３３千円

・�小・中学校スクールバス運行
委託料
・�修学旅行補助金
・�幼稚園バス運行経費
・�学校施設整備経費
・�宝蔵寺しだれ桜再生事業委託料
・�文化財保存補助金
・�文化鑑賞会事業経費
・�旧高見小学校体育館補修工事
・�人権教育推進経費
・�スポーツ促進経費

衛　生　費
２１８，４７３千円

・�南和広域医療組合負担金
・�各種健診予防対策経費
・�合併処理浄化槽設置補助金
・�クリーンセンター運営管理負
担金
・�さくら広域環境衛生組合負担金
・�宇陀衛生一部事務組合負担金
・�簡易水道関係経費

土　木　費
１５５，１１１千円

・�道路維持補修経費
・�生活道路等整備事業補助金
・�雪寒対策業務委託料
・�橋梁長寿命化修繕事業
　測量設計業務委託料
・�橋梁点検業務委託料
・�舗装改良工事
・�橋梁補修工事
・�道路改良工事

消　防　費
１２９，８８２千円

・�奈良県広域消防組合負担金
・�消防団員報償
・�消火栓整備事業
・�防災行政放送設備保守点検委
託料

議　会　費
４０，７６４千円

・�議員研修経費
・�活動旅費
・�政務活動費交付金

商　工　費
１９，０１７千円

・�小規模商工業指導事業補助金
・�不況特別対策事業補助金
・�地域特産品等販路拡大支援事
業補助金
・�プレミアム商品券発行支援事業
・�種苗鮎放流事業補助金
・�観光力向上事業補助金

災害復旧費
１３，７６６千円

・�道路河川災害復旧事業

予 算 額 1,230,000千円
地方交付税

収入済額 1,656,812千円（134.8%）

予 算 額 454,256千円
繰 越 金

収入済額 585,472千円（128.9%）

予 算 額 320,077千円
国庫支出金

収入済額 260,376千円 （81.4%）

予 算 額 194,500千円
村 債

収入済額 158,000千円 （81.2%）

予 算 額 153,559千円
県 支 出 金

収入済額 151,151千円 （98.4%）

予 算 額 124,455千円
村 税

収入済額 123,120千円 （98.9%）

予 算 額 103,981千円
地方譲与税

収入済額 102,437千円 （98.5%）

予 算 額 31,177千円
諸 収 入

収入済額 48,004千円（154.0%）

予 算 額 36,113千円 地方消費税
交 付 金収入済額 37,345千円（103.4%）

予 算 額 18,975千円
そ の 他

収入済額 22,405千円（118.1%）

予 算 額 14,723千円 使 用料及び
手 数 料収入済額 13,983千円 （95.0%）

予 算 額 4,710千円
寄 附 金

収入済額 8,703千円（184.8%）

予 算 額 3,477千円 環境性能割
交 付 金収入済額 3,567千円（102.6%）

歳　入
歳入予算額	 2,690,003千円
収入済額	 3,171,374千円（117.9%）
村民一人当たりに入った額	  2,147,173円

区　分 予算額 収入済額 支出済額
学校給食
事業費 29,748千円 28,369千円 28,369千円

国民健康保険
事業費 258,962千円 269,162千円 209,779千円

介護保険 552,122千円 545,194千円 484,848千円
後期高齢者
医療 54,732千円 53,426千円 53,360千円

区　分 予算額 収入済額 支出済額
収益的収支 152,083千円 151,406千円 148,606千円
資本的収支 43,794千円 43,794千円 89,512千円

特 別 会 計 の 状 況

公営企業会計の状況（簡易水道事業会計）

令和６年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の公表について
●健全化判断比率

東吉野村の数値 早期健全化基準
実質赤字比率 ― １５．００
連結実質赤字比率 ― ２０．００
実質公債費比率 ８．１ ２５．０
将来負担比率 ― ３５０．０

※実質赤字比率、連結赤字比率は、赤字がないため「－」表示と
なっています。将来負担比率についても、マイナスとなるた
め「－」表示となっています。

●資金不足比率
簡易水道事業費特別会計 経営健全化基準

資金不足比率 ― ２０．００
※資金不足でないことから「−」表示となっています。

広 報 ひ がしよし の令和７年10月１日
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今年度で１０２歳になられる保田アキヱさん

交通安全県民運動の様子

　

今
年
度
村
内
で
31
名
の
方
が
米
寿
を
、
４
名
の
方

が
百
寿
を
、
３
名
の
方
が
１
０
２
歳
を
迎
え
ら
れ
ま

す
。

　

９
月
15
日
の
敬
老
の
日
に
は
、
水
本
村
長
が
米
寿
・

百
歳
以
上
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
訪
問
し
、「
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
長
寿

の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

８
月
24
日
、
村
運
動
公
園
に
て
、
村
主
催
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

残
暑
厳
し
い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
19

名
の
参
加
者
が
あ
り
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
目
指
し

て
真
剣
な
眼
差
し
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仲
間
と
の
交
流
も
深
ま
り
、
笑
顔
と
拍
手

が
あ
ふ
れ
る
活
気
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
小
栗
栖
の
福
井
康
子
さ
ん
が
見
事

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10
日
間
、
秋
の
交
通

安
全
県
民
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
24
日
は
早
朝
よ
り
小
川
の
千
代
橋
で
、
桜
井
・

宇
陀
・
東
吉
野
地
区
交
通
安
全
協
会
東
吉
野
分
会
、

学
校
関
係
者
、
副
村
長
、
教
育
長
、
役
場
職
員
が
、

午
後
か
ら
は
桜
井
・
宇
陀
・
東
吉
野
地
区
交
通
安
全

協
会
会
長
及
び
東
吉
野
分
会
、
桜
井
警
察
署
、
小
川

駐
在
所
、
村
長
、
役
場
職
員
が
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
安
全
運
転
を
啓
発
し
ま
し
た
。

右
か
ら

二
位　

福
井　

康
男　

さ
ん

一
位　

福
井　

康
子　

さ
ん

三
位　

福
神　

善
道　

さ
ん

刈
谷
市
・
東
吉
野
村
児
童
交
流
会

人
権
教
育
映
画
会　

開
催

敬
老
の
日

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会　

開
催

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

広 報 ひ がしよし の 令和７年10月１日
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８
月
21
日
・
22
日
の
２
日
間
、
大
豆
生
の
ふ
る
さ
と
村
で
刈
谷
市
内
の
５
校
の
小

学
校
５
年
生
10
名
と
東
吉
野
小
学
校
５
・
６
年
生
10
名
に
よ
る
交
流
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

交
流
会
で
は
焼
き
板
づ
く
り
、
川
遊
び
、
鮎
つ
か
み
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ッ
ブ
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
日
目
の
天
誅
組

史
跡
巡
り
も
一
緒
に
行
い
充
実
し
た
２
日
間
を
過
ご
し
、
よ
り
一
層
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
23
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
人
権
教
育
映
画
会
が
開
催
さ
れ
、
桝
本
村
人
権
教

育
推
進
協
議
会
長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
映
画
「
わ
た
し
の
か
あ
さ
ん
～
天
使
の
詩
～
」

が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

知
的
障
が
い
の
あ
る
母
と
娘
の
葛
藤
や
成
長
、
そ
し
て
周
囲
の
偏
見
を
乗
り
越
え

る
姿
に
感
動
や
共
感
を
覚
え
る
映
画
で
し
た
。

刈
谷
市
・
東
吉
野
村
児
童
交
流
会

人
権
教
育
映
画
会　

開
催

広 報 ひ がしよし の令和７年10月１日
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東吉野中学校文化祭
笑顔満祭 ～笑顔あふれる文化祭～

菅
野
氏
、
地
産
地
消
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

ク
リ
ー
ン
デ
ー
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　９月２０日東吉野中学校で文化祭が行われました。生徒たちが授業で作成した作品や夏休みの自由研　９月２０日東吉野中学校で文化祭が行われました。生徒たちが授業で作成した作品や夏休みの自由研
究など、様々な展示のほか、人権作文の発表、各学年による学習発表、独唱や合唱などが行われました。究など、様々な展示のほか、人権作文の発表、各学年による学習発表、独唱や合唱などが行われました。
　生徒達は、笑顔満祭～笑顔あふれる文化祭～をスローガンに一生懸命に練習し、観ている保護者や先　生徒達は、笑顔満祭～笑顔あふれる文化祭～をスローガンに一生懸命に練習し、観ている保護者や先
生方に笑顔と感動を与える演技や発表を披露しました。生方に笑顔と感動を与える演技や発表を披露しました。

広 報 ひ がしよし の 令和７年10月１日
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清掃の風景

　

９
月
７
日
、
１
日
ク
リ
ー
ン
デ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
奉
仕
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
ゴ
ミ

拾
い
だ
け
で
な
く
道
の
清
掃
ま
で
熱
心
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
分
別

し
て
収
集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
そ
の
後
の
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
ま
し
た
こ
と
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
活
動
で
８
０
０
㎏
の
ゴ
ミ
を
回

収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
川
遊
び
の
ゴ
ミ
、
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
等
は
後
を
絶
た
な
い
の
が

現
状
で
す
が
、
今
後
も
、
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
「
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
」「
不
法
投

棄
防
止
」
運
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
大
字
小
の
菅
野
大
門
氏
デ
ザ
イ
ン
の
「
大
門
箸
」
が
地
産
地
消
ア
ワ
ー

ド
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
大
門
箸
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
菅
野
大

門
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
下
市
町
に
あ
る
株
式
会
社
廣
箸
が
製
造
さ
れ
ま
し
た
。
片
方

は
中
太
、
も
う
片
方
は
極
限
ま
で
細
く
し
た
、
ら
ん
ち
ゅ
う
箸
を
よ
り
持
ち
や
す
く

進
化
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、９
月
16
日
に
水
本
村
長
の
元
へ
報
告
に
来
ら
れ
、製
造
工
程
や
受
賞
に
至
っ

た
経
緯
や
、
全
国
に
吉
野
材
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
れ
ば

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

菅
野
氏
、
地
産
地
消
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

ク
リ
ー
ン
デ
ー
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広 報 ひ がしよし の令和７年10月１日
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

1010
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と　

き

　

10
月
15
日
（
水
）　

10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

役
場
２
階
会
議
室

対　

象

　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊
婦

内　

容

　

体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護
者
同

士
の
交
流

持
ち
物　

飲
み
も
の

申
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、10
月
10
日（
金
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
相
談
さ
れ

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

10
月
18
日
（
土
）

　

10
時
～
16
時
（
12
時
か
ら
13
時
ま
で

を
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
１
階
会
議
室

申
込
み

　

予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
10
月
16
日
（
木
）
ま
で
に
住
民

福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。【
相
談
者

１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日
５
名
ま
で
】

【
高
齢
者
等
】

対　

象

　

東
吉
野
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
予
防

接
種
当
日
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
65
歳
以
上
の
方

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の
障
害

を
有
す
る
方

助
成
対
象
接
種
期
間

　

10
月
１
日
（
水
）～
12
月
31
日
（
水
）

費　

用

　

自
己
負
担
２
，
０
０
０
円
（
生
活
保

護
受
給
の
方
は
全
額
助
成
）

方　

法

１　

村
内
医
療
機
関
、
南
和
広
域
医
療

企
業
団
３
病
院
（
五
條
病
院
、
吉
野
病
院
、

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
の
場
合
、

当
日
医
療
機
関
で
２
，
０
０
０
円
を
支

払
い
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※�

南
和
広
域
医
療
企
業
団
３
病
院
は
電

話
で
の
予
約
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ

ん
。
来
院
し
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

予
約
開
始
日
等
は
、
各
医
療
機
関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２　

�

右
記
以
外
の
医
療
機
関
の
場
合（
償

還
払
い
）

①�

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い（
12
月
26
日（
金
）ま
で
）。

②�
接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た
必
要

書
類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

③�

か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額
医
療

機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④�

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の
写

し
を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民
福
祉

課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

⑤�

接
種
費
用
か
ら
自
己
負
担
金
を
除
い

た
金
額
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
申
請
〆
切

　

令
和
８
年
２
月
27
日
（
金
）

　

郵
送
は
令
和
８
年
２
月
28
日
（
土
）
必

着【子
ど
も
】

対　

象

　

東
吉
野
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成

19
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で

接
種
当
日
の
時
点
で
生
後
６
か
月
に
達

し
て
い
る
方

※�

13
歳
未
満
は
２
回
、
13
歳
以
上
は
１

回
接
種

※�

点
鼻
薬
で
の
接
種
に
つ
い
て
は
助
成

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

助
成
対
象
接
種
期
間

　

10
月
１
日
（
水
）～
12
月
31
日
（
水
）

助
成
額　

接
種
費
用
の
全
額

助
成
方
法　

償
還
払
い

①�

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い（
12
月
26
日（
金
）ま
で
）。

②�

接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た
必
要

書
類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

③�

か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額
医
療

機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④�

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の
写

し
を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民
福
祉

課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

助
成
金
申
請
〆
切

　

令
和
８
年
２
月
27
日
（
金
）

　

郵
送
は
令
和
８
年
２
月
28
日
（
土
）
必
着

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
接
種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

～
定
期
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を

開
始
し
ま
す
～

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予

献
血
の
実
施
に
つ
い
て

と　

き

　

10
月
30
日
（
木
）
受
付
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

村
住
民
ホ
ー
ル

対　

象

・
満
16
歳
か
ら
満
69
歳
の
村
民

・
村
内
に
職
域
を
有
す
る
方

注
意

※�
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
60
歳
か

ら
64
歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
こ
と

※�
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
及
び
モ
デ
ル
ナ
社
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

た
方
は
、
接
種
後
48
時
間
以
上
経
過

し
て
い
る
こ
と

※�

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
方
は
、
接

種
後
６
週
間
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

持
ち
物

　

献
血
手
帳
（
手
帳
が
な
い
方
は
運
転

免
許
証
・
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
で
き

る
も
の
）

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

～
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を

開
始
し
ま
す
～

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
に
は
、
接
種
費
用
の
助
成

を
行
い
ま
す
。
接
種
期
間
は
医
療
機
関

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

医
療
機
関
に
ご
確
認
の
上
、
予
防
接
種

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

広 報 ひ がしよし の 令和７年10月１日
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申
込
み
先

　

奈
良
県
疾
病
対
策
課
ま
た
は
保
健
所

※�

申
し
込
み
方
法
の
詳
細
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.nara.jp/

　

36138.htm
l

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

吉
野
保
健
所

　

TEL
０
７
４
７－

５
３－

０
５
５
１

ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
を
ご
存

じ
で
す
か
？

　

今
回
は
、
乳
が
ん
を
早
期
発
見
す
る

た
め
に
、
日
常
生
活
の
中
で
実
践
で
き

る
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
を
紹
介

し
ま
す
。
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
は
、

「
乳
房
を
意
識
す
る
生
活
習
慣
」
で
す
。

〈
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
の

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

１
．
自
分
の
乳
房
の
状
態
を
知
る

　

乳
房
チ
ェ
ッ
ク
は
、
着
替
え
や
入
浴
、

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
際
に
乳
房
を
見
て
、

触
っ
て
、
感
じ
る
こ
と
で
す
。
し
こ
り

を
探
す
（
自
己
触
診
）
と
い
う
行
為
や
意

識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の

中
で
乳
房
を
意
識
す
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

２
．
乳
房
の
変
化
に
気
を
つ
け
る

　

変
化
と
し
て
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
乳
房
の
し
こ
り
」「
乳
房
の
皮
膚
の
く

ぼ
み
や
引
き
つ
れ
」「
乳
頭
か
ら
の
分
泌

物
」「
乳
頭
や
乳
輪
の
び
ら
ん
」な
ど
で
す
。

３
．�
変
化
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
医
師
へ

相
談
す
る

　

し
こ
り
や
引
き
つ
れ
等
の
変
化
に
気

づ
い
た
ら
、
次
の
検
診
を
待
つ
こ
と
な

く
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

４
．�

40
歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に
１
回
乳

が
ん
検
診
を
受
け
る

　

乳
が
ん
検
診
の
目
的
は
、
乳
が
ん
で

亡
く
な
る
女
性
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。

40
歳
以
上
の
女
性
は
、
２
年
に
１
度
は

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

結
果
が
「
異
常
あ
り
」
の
場
合
は
必
ず
精

密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献
：
乳
が
ん
検
診
の
適
切
な
情

報
提
供
に
関
す
る
研
究

運
動
で
高
血
圧
を
予
防
し
よ
う

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
日
々
の
生
活
の
中
で
ど
の
程

度
運
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
定
期
的

に
運
動
を
す
る
と
、
筋
肉
に
酸
素
や
栄

養
を
運
ぶ
た
め
に
血
管
が
広
が
っ
た
り
、

交
感
神
経
の
緊
張
が
緩
和
さ
れ
て
血
圧

が
下
が
り
ま
す
。
特
に
お
す
す
め
の
運

動
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
軽
い
ジ
ョ
ギ

ン
グ
、
水
泳
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
の

有
酸
素
運
動
で
す
。
う
っ
す
ら
汗
を
か

き
、
仲
間
と
笑
顔
で
話
を
し
な
が
ら
で

き
る
ペ
ー
ス
で
30
分
以
上
行
う
と
よ
い

で
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
場

合
は
、
あ
ご
を
引
い
て
背
筋
を
伸
ば
し
、

両
腕
を
大
き
く
振
り
な
が
ら
歩
く
と
よ

り
効
果
的
で
す
。
運
動
が
で
き
な
い
方

は
、
テ
レ
ビ
体
操
を
取
り
入
れ
た
り
、

掃
除
や
庭
の
手
入
れ
等
日
常
生
活
の
中

で
な
る
べ
く
体
を
動
か
す
機
会
を
つ
く

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
朝
晩
は
涼

し
く
な
り
ま
し
た
が
、
運
動
の
前
後
に

は
水
分
補
給
も
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
重
度
の
高
血
圧
の
方
、
心
臓
や
腎
臓
、

目
の
病
気
を
お
持
ち
の
方
は
、
主
治
医

に
相
談
し
て
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献
：
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
接
種

費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
接
種
期
間

は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
医
療
機
関
に
ご
確
認
の
上
、

予
防
接
種
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

【
高
齢
者
等
】

対　

象

　

東
吉
野
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
予
防

接
種
当
日
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
65
歳
以
上
の
方

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の
障
害

を
有
す
る
方

助
成
対
象
接
種
期
間

　

10
月
１
日
（
水
）～

　

令
和
８
年
２
月
28
日
（
土
）

費　

用

　

自
己
負
担
３
，
０
０
０
円
（
生
活
保

護
受
給
の
方
は
全
額
助
成
）

方　

法

１　

�

村
内
医
療
機
関
、
南
和
広
域
医
療

企
業
団
３
病
院
（
五
條
病
院
、
吉

野
病
院
、
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
）
の
場
合

　

当
日
医
療
機
関
で
３
，
０
０
０
円
を

支
払
い
、予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※�

南
和
広
域
医
療
企
業
団
３
病
院
は
電

話
で
の
予
約
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ

ん
。
来
院
し
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

予
約
開
始
日
等
は
、
各
医
療
機
関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２　

�

右
記
以
外
の
医
療
機
関
の
場
合（
償

還
払
い
）

①�

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い（
２
月
27
日（
金
）ま
で
）。

②�

接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た
必
要

書
類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

③�

か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額
医
療

機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④�

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の
写

し
を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民
福
祉

課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

⑤�

接
種
費
用
か
ら
自
己
負
担
金
を
除
い

た
金
額
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
申
請
〆
切

　

令
和
８
年
３
月
31
日
（
火
）

妊
婦
等
の
風
し
ん
抗
体
検
査
（
県
実

施
）に
つ
い
て

　

下
記
対
象
者
の
内
、
希
望
さ
れ
る
方

に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
奈
良
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

対　

象

①�

風
し
ん
抗
体
検
査
を
希
望
す
る
奈
良

県
在
住
者
（
奈
良
市
在
住
者
を
除
く
）

の
う
ち
、
初
め
て
の
妊
娠
を
希
望
す

る
女
性

②�

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
同
居
者（
配

偶
者
等
）

③�

抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居
者
（
配

偶
者
等
）

※�

い
ず
れ
の
場
合
も
、
平
成
２
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
方

※�

過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
方
、
明
ら
か
に
風
し
ん

の
予
防
接
種
歴
が
あ
る
方
（
２
回
以

上
）、
検
査
で
確
定
診
断
を
受
け
た
風

し
ん
の
既
往
歴
が
あ
る
方
は
除
く
。

実
施
期
間

　

10
月
１
日
（
水
）～

　

令
和
８
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

※�

検
査
の
申
込
期
限
は
令
和
８
年
１
月

30
日
（
金
）
ま
で
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